
令和元年度　学校評価の結果 高山村立高山小学校
評価

7月実施
○学校・学年・保健等、各種たよりの発行　○オクレンジャーの活用　○ＨＰの更新
○情報提供の機会設定(授業参観、学級懇談、教育相談等、親子行事等)
○連絡ノートや電話によるきめ細かな家庭連絡
◯参加しやすい日時の設定。
○魅力ある学年諸行事の設定
◯案内の早期通知
◯受容的・共感的姿勢での対応　○職員の情報共有と共通理解
○連絡、相談機会の設定(家庭訪問週間、教育相談週間、随時相談・訪問)
○外部機関との連携
○児童実態に即した課題設定　　○個に応じた指導の工夫
○学び合いの場の設定　○ドリル学習の工夫
○振り返りの時間の充実
○学習規律の定着　○繰返し学習
○振り返り(習熟)の時間の確保
○ＩＣＴの活用　○家庭学習の工夫
○スモールステップでの評価
○ねらいの明確化と指導と評価の一体化の推進
○自己評価、相互評価の導入
○学年の実態に応じた家庭学習課題の設定と家庭学習の指導
○朝読書と図書館読書の推奨
○生活ノートの点検と励まし
○登下校時のあいさつ励行
○始業、終業のあいさつ励行
○教師側からの言葉がけ
○ＴＰＯに応じた言葉遣いの日常的指導
○入退室のマナー指導
○全教育活動を通じての正しい日本語指導
○「心の居場所」のある学校・学年・学級づくりの推進　○魅力的な授業づくり
○自己肯定感、達成感の涵養
○積極的な生徒指導の推進
○定期的ないじめ調査の実施と教育相談
○積極的な生徒指導の推進
○ＳＣと全職員による生徒指導会議の毎月開催
○道徳、学級活動の充実
○異学年活動(縦割り活動)の実施
○意見交流のある授業実践
○たかやま学びと生活の約束の実践
○高山小よい子の一日の実践

○家事、手伝いの奨励
○メディア接触制限の推進
○家族同時食事の奨励
○指導項目の共通理解
○受容的、共感的指導姿勢
○毅然とした指導姿勢
○全校の合い言葉として「早寝早起き朝ご飯朝うんち」の推進
○児童の朝食摂取実態に応じた保健指導の充実
○学校だよりや保健だよりによる朝食と健康についての啓発活動の推進
○全校の合い言葉として「早寝早起き朝ご飯朝うんち」の推進
○メディア接触制限の推進
○生活実態調査の実施と保健指導の充実
○体ほぐし運動、体づくり運動を取り入れた体育授業の実践
○業間マラソン、縄跳びの推進
○放課後の遊びの時間の設定と外遊びの奨励
○日常点検の実施と毎月の安全点検の励行
○安全点検箇所のローテーション化
○営繕の迅速化
○各種避難訓練の実施
○交通安全教室、救急救命講習会の実施
○下校指導、通学路点検の毎月実施
○交通安全街頭指導の実施
○安全ボランティアへの協力依頼
○「子ども安全協力の家」へ協力依頼と家庭への周知
○自己理解を深める授業実践
○職業的発達を促す資料提供
○全教育活動を通してのキャリア教育の推進
○啓発活動（キャリア教育関連資料の提供）
○親子体験活動の推進（親子行事、ＰＴＡ美化活動）

評　価　項　目

　Ⅵ進路・生き方 　16夢や希望

評　価　対　象

㉒「将来の夢や希望がある」と答える児童が80％以上である。

㉓「親子で将来の夢や希望について話し合うことがある」と答える保護者が80％以上である。

　15安全対策の連携
㉑「子ども達の登下校の安全確保のため、学校・家庭・地域が連携した取組を行っている」と答
える保護者が80％以上である。

　Ⅴ安全確保
　　・施設設備

　13学校の施設設備
⑲「毎月、学校施設の安全点検を行い、課題のある箇所については確認され、適切な処置が
なされている」と答える職員が80％以上である。

　14学校の安全対策
⑳「交通安全、防犯、避難、救護などを想定した訓練を学期１回以上実施し、安全（危機）管理
マニュアルに沿って指導を徹底している」と答える職員が80％以上である。

⑮児童の間違った言動を適切に指導している職員が80％以上である。

⑪いじめの発生予防に努め、いじめの解消率が100％である。

⑫相手の立場や気持ちを考えた親切な言動がとれる児童が80％以上である。

　12体力づくり ⑱「毎日、体を動かして遊んだり、運動したりしている」と答える児童が80％以上である。

　Ⅳ健康・体力

　11基本的生活習慣（家庭教育）

⑯「毎日、朝食を食べて登校している」と答える児童が80％以上である。

⑰早寝・早起きをしていると答える児童が80％以上である。

　9いじめのない温かな人間関係

⑩「学校へ来るのが楽しい」と答える児童が80％以上である。

　7学習習慣 ⑦「家庭での学習や読書を毎日する」と答える児童が80％以上である。

　Ⅲ豊かな心

　8あいさつ・言葉づかい

⑧進んで挨拶や返事ができる児童が80％以上である。

　10学校や家庭のルール

⑬学校のきまりや約束を守って生活している児童が80％以上である。

⑭「家族の一員としての役割をもって生活している」と答える児童が80％以上である。

　Ⅱ確かな学力

⑨時や場・相手に応じた適切な言葉遣いができる児童が80％以上である。

A：充分に成果があった　B：成果があった　C：少しの成果があった　D：成果がなかった

方　　　　　策

A

A②学校の諸行事に参加している保護者が80％以上である。

具　体　的　数　値　項　目

A

　Ⅰ保護者との連携

　1保護者への情報提供 ①「学校や子どもの成長の様子がわかる」と答える保護者が80％以上である。

　2連携のための環境づくり

　3保護者への対応 ③「学校は、連絡や相談がしやすい」と答える保護者が80％以上である。
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C

A

A

　6評価
⑥「児童の学力や努力を適切に評価し、その結果を生かしている」と答える職員が80％以上で
ある。

　4できる・わかる授業 ④「授業が分かる」と答える児童が80％以上である。

　5基礎・基本の定着 ⑤教科の基礎・基本が確実に身に付いている児童が80％以上である。
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